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そ
の
後
会
場
を
移
し
、
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。 

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
懇
親
会
は
進
み
、
会
員
相

互
の
交
流
を
深
め
た
後
、
閉
会
し
た
。 

   

第
五
期
役
員
（
敬
称
略
） 

（
任
期 

平
成
二
十
九
年
六
月
一
日
～
平
成
三
十
年
五
月
三
十
一
日
） 

 

理 

事 
 

理
事
長
（
研
究
分
科
会
） 

加
藤 

哲
男 

 
 

 

副
理
事
長
（
現
地
調
査
）  

宮
本 

好
昭 

 

デ
ル
タ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

 

談
話
会
・
講
演
会   

 
  

稲
葉 

隆
夫 

 

日
本
ピ
ー
エ
ス 

 

広
報 

 
 

 
 
 

      

川
本 

義
海 

 

福
井
大
学 

 

総
務 

 
 

 
 

       

川
本 

義
海 

 

福
井
大
学 
 

財
務 

 
 

 
 

 
     

稲
葉 

隆
夫 

 

日
本
ピ
ー
エ
ス 

 
 

 
 

 

幹 

事  
 

現
地
調
査 

 
 

 

木
村 

晃
規 

 

県
港
湾
空
港
課 

談
話
会
・
講
演
会 

南 
 

克
昌 

 

県
河
内
川
ダ
ム
建
設
事
務
所 

 

広
報 

 
 

 
 

 
 

梅
田 

祐
一 

 

デ
ル
タ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

山
内 

崇
史 

 

県
敦
賀
土
木
事
務
所 

 

総
務 

 
 

 
 

 

田
辺 

毅 
 

 

県
都
市
計
画
課 

 

財
務 

 
 

 
 

 

清
水 

健 
 

 

県
河
川
課 

  

研
究
分
科
会
部
門
幹
事 

（
交
通
） 

 
 

    

吉
村 

朋
矩 

 

福
井
工
業
大
学 

 
（
地
象
） 

 
 

 
  

小
林 

孝
彰 

 

県
敦
賀
港
湾
事
務
所 

(

水)
 
 
  

 
  

 
  

  
 

斉
藤 

重
人 

 

県
土
木
部 

（
県
境
道
路
） 

 
  

橋
本 

拓
己 

 

東
京
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ 

（
道
路
交
通
安
全
）  

嶋
田 

喜
昭    

大
同
大
学 

 支
援
幹
事  

 
 

 
 

玉
村 

美
樹 

福
井
大
学
大
学
院 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
森 

 

智
生 

福
井
大
学
大
学
院 

 

監
事 

 
 

 
 

    

橋
本 
栄
治 

 

前
田
建
設
工
業 

第
四
期
（
通
算
第
三
十
七
期
）
決
算
（
平
成
二
十
八
年 

六
月
一
日
～
平
成
二
十
九
年
五
月
三
十
一
日
） 

別紙－５

特定非営利活動法人　福井地域環境研究会

（単位：円）

Ⅰ

1

852,000 ※正会員内訳

78,000 930,000 第５期会費：７１名

2

0 ※賛助会員内訳

3 第５期会費：２６名

0

4

210,000 210,000

5

50

50

1,140,050

Ⅱ

1

（１） 人件費 0

人件費　計 0

（２） その他経費

会場使用料 100,000

旅費交通費 493,000

印刷製本費 252,000

会議費 380,000

通信運搬費 30,000

消耗品費 30,000

その他経費　計 1,285,000

1,285,000

2

（１） 人件費 0

人件費　計 0

（２） その他経費

会議費 36,000

旅費交通費 16,000

通信運搬費 20,000

消耗品費 10,000

租税公課 0

その他経費　計 82,000

82,000

1,367,000

-226,950

Ⅲ

1 0

0

Ⅳ

1 0

0

-226,950

2,909,443

2,682,493

経常外費用　計

当期正味財産増減額

前期正味財産額

次期繰越正味財産額

当期経常増減額

経常外収益

固定資産売却益

経常外収益費　計

経常外費用

固定資産売却損

経常費用　計

事業収益

研修事業収益

その他収益

受取利息

雑収益

経常収益　計

経常費用

事業費

事業費　計

管理費

管理費　計

受取民間助成金

平成29年度　活動予算書（案）
平成29年6月1日から平成30年5月31日まで

科目 金額

経常収益

受取会費

正会員受取会費

賛助会員受取会費

受取寄附金

受取寄附金

受取助成金等

特定非営利活動法人　福井地域環境研究会

（単位：円）

Ⅰ

1

775,000 ※正会員内訳

60,000 835,000 第４期会費：６１名

2 未収金　　：　６名

0 ※賛助会員内訳

3 第４期会費：１３名

0 未収金　　：　７名

4

130,000 130,000

5

49

49

965,049

Ⅱ

1

（１） 人件費 0

人件費　計 0

（２） その他経費

会場使用料 84,598

旅費交通費 87,865

印刷製本費 337,392

会議費 414,837

通信運搬費 29,485

消耗品費 20,736

その他経費　計 974,913

974,913

2

（１） 人件費 0

人件費　計 0

（２） その他経費

会議費 12,203

旅費交通費 1,800

通信運搬費 16,200

消耗品費 334

租税公課 0

その他経費　計 30,537

30,537

1,005,450

-40,401

Ⅲ

1 0

0

Ⅳ

1 0

0

-40,401

2,949,844

2,909,443

経常外費用　計

当期正味財産増減額

経常費用

事業費

受取寄附金

受取助成金等

受取民間助成金

事業収益

研修事業収益

その他収益

雑収益

経常収益　計

平成28年度　活動決算書
平成28年6月1日から平成29年5月31日まで

科目

経常収益

受取会費

金額

正会員受取会費

賛助会員受取会費

受取寄附金

前期正味財産額

次期繰越正味財産額

当期経常増減額

経常外収益

固定資産売却益

経常外収益費　計

経常外費用

固定資産売却損

管理費　計

経常費用　計

事業費　計

管理費

受取利息

 

第
五
期
（
通
算
第
三
十
八
期
）
予
算
（
平
成
二
十
九
年 

六
月
一
日
～
平
成
三
十
年
五
月
三
十
一
日
） 

ｓｘ 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｒ
Ｅ
Ｆ
第
五
回
総
会
が
七
月
八
日
（
土
）
繊
協
ビ
ル
で

行
わ
れ
、
約
三
十
名
の
出
席
を
得
て
、
新
役
員
・
新
予
算

な
ど
の
議
決
の
ほ
か
、
新
役
員
に
よ
る
今
期
の
活
動
報
告

が
表
明
さ
れ
た
。 

総
会
で
は
、
宮
本
好
昭
氏
か
ら
の
挨
拶
が
あ
り
、
続
い

て
、
国
士
舘
大
学
理
工
学
部
理
工
学
科
の
寺
内
義
典
教
授

に
よ
る｢

世
田
谷
の
住
民
参
加
と
ま
ち
づ
く
り｣

と
題
し
て

講
演
会
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
に
各
分
科
会
に
よ
る
研
究

報
告
が
あ
り
、
川
本
義
海
総
務
理
事
に
よ
る
第
四
期
（
通

算
第
三
十
七
期
）
活
動
報
告
、
田
辺
毅
総
務
幹
事
に
よ
る

新
入
会
員
紹
介
及
び
会
員
等
異
動
報
告
の
後
、
議
事
に
移

っ
た
。 

そ
の
後
議
長(

加
藤
式
男
氏)

の
進
行
の
下
、
決
算
報
告
、

予
算
案
、
役
員
改
選
、
規
約
改
定
な
ど
の
議
決
を
行
っ
た
。 

ま
た
、
次
期
の
活
動
方
針
と
し
て
新
幹
事
に
よ
る
各
活

動
へ
の
決
意
表
明
が
な
さ
れ
た
。 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
福
井
地
域

環
境
研
究
会 

第
五
回
総
会
開
催 

第
五
期 

役
員･

予
算
案
議  

 

         

2017.9.1 
第 9 号 

    News (通算 156 号) 

宮
本
氏
の
あ
い
さ
つ 

寺
内
氏
に
よ
る
講
演
会 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
分
科
会
報
告
会
】 

 

総
会
に
先
立
ち
、
第
四
期
の
分
科
会
活
動
報
告
が
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
五
分
科
会
か
ら
、｢

歩
行
者
・
自
転
車
を
取
り
巻
く
環
境
に

関
す
る
研
究｣
、｢
福
井
の
地
名
か
ら
学
ぶ
防
災
・
減
災
に
つ
い
て 

～
福
井
市
東
藤
島
地
区
～｣

、｢

屋
外
橋
梁
博
物
館
へ
行
こ
う
！ 

～
水
辺
に
浮
か
ぶ
土
木
遺
産
～｣

、｢

県
境
地
域
の
現
地
調
査
と
地

域
分
析
に
つ
い
て｣

、
「
道
路
交
通
の
安
全
性
に
関
す
る
文
献
調
査

研
究
」
と
題
し
て
そ
れ
ぞ
れ
研
究
成
果
が
報
告
さ
れ
た
。
今
後
、

福
井
の
み
な
ら
ず
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て
く
る
題
材
を
取
り
上

げ
、
Ｒ
Ｅ
Ｆ
ら
し
い
報
告
が
行
わ
れ
た
。
以
下
に
簡
単
な
研
究
の

要
旨
と
議
論
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
掲
載
す
る
。 

 

【
交
通
文
科
会
】 

 

発
表
者 

山
田 

将
大 
氏 

講
評
者 

田
辺 

毅 
 

氏 
 

「
歩
行
者
・
自
転
車
を
取
り
巻
く
環
境
に
関
す
る
研
究
」 

 

歩
行
者
・
自
転
車
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
国
土
交
通
省
に
よ
る

国
土
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
2
0
5
0
に
お
い
て
、
具
体
的
な

方
策
の
例
が
挙
が
っ
て
い
る
。 

 

交
通
分
科
会
で
は
、
歩
行
空
間
や
自
転
車
の
利
用
環
境
、
シ
ェ

ア
サ
イ
ク
ル
の
運
営
方
法
や
、
買
い
物
等
で
の
日
常
生
活
・
観
光

目
的
で
の
利
用
の
促
進
に
関
し
て
、
現
地
調
査
お
よ
び
資
料
・
文

献
調
査
に
よ
っ
て
探
る
こ
と
と
す
る
。 

 

今
回
は
、
ま
ず
高
校
生
の
自
転
車
利
用
と
通
学
実
態
に
つ
い
て

自
転
車
を
利
用
す
る
高
校
生
の
通
学
実
態
に
関
す
る
調
査
報
告
を

行
い
、
自
転
車
利
用
者
の
交
通
法
規
違
反
行
動
の
実
態
、
通
行
位

置
に
関
し
て
知
見
を
得
た
。
次
に
、
自
転
車
と
通
行
空
間
の
歴
史

に
つ
い
て
自
転
車
の
歴
史
と
近
年
の
動
向
を
調
査
し
、
自
転
車
の

走
行
環
境
に
つ
い
て
知
見
を
得
た
。
最
後
に
、
現
地
調
査
と
し
て

岡
山
市
の
自
転
車
通
行
空
間
整
備
後
を
調
査
し
、
自
転
車
と
歩
行

者
の
空
間
が
分
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

今
後
は
、
さ
ら
に
調
査
を
深
め
る
こ
と
と
し
た
い
。 

 

 

【
地
象
分
科
会
】 

 

発
表
者 

梅
田 

祐
一 

氏 

講
評
者 

吉
村 

朋
矩 

氏 
 

「
福
井
の
地
名
か
ら
学
ぶ
防
災
・
減
災
に
つ
い
て 

～
福
井
市
東
藤
島
地
区
～
」 

 

地
名
は
地
形
を
読
み
解
く
要
素
で
あ
る
。
過
去
に
ど
の
よ
う

な
地
形
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
災
害
が
起
こ
り
う

る
の
か
、
災
害
リ
ス
ク
を
把
握
す
る
の
に
地
名
は
有
用
で
あ

る
。 昨

期
は
、
福
井
市
街
地
の
西
、
日
野
川
と
足
羽
川
に
挟
ま
れ

た
地
域
を
現
地
調
査
し
た
。
今
期
は
福
井
市
東
藤
島
周
辺
を
対

象
と
し
た
。 

地
形
的
特
徴
と
し
て
九
頭
竜
川
が
山
間
部
か
ら
平
野
部
へ

流
れ
込
ん
で
く
る
位
置
に
あ
た
り
扇
状
地
と
な
っ
て
い
る
。
郷

土
史
と
し
て
部
落
の
起
源
や
地
名
の
由
来
を
調
査
し
た
。
な

お
、
九
頭
竜
川
は
「
崩
川
」
を
由
来
の
一
つ
と
し
て
お
り
、
地

名
に
関
し
て
水
と
の
関
連
も
見
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
災
害
に
関

連
す
る
地
名
を
全
国
規
模
で
調
査
し
、
災
害
（
主
に
水
害
）
を

暗
示
す
る
地
名
で
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
そ
の
ほ
か
に
、
部

落
に
多
い
名
字
を
調
査
し
た
。 

最
後
に
、
地
名
や
名
字
の
由
来
と
い
う
伝
承
と
実
際
の
地
形

を
地
形
判
読
に
て
確
認
、
さ
ら
に
現
地
調
査
を
実
施
し
て
、
福

井
市
東
藤
島
地
区
の
災
害
に
関
連
す
る
歴
史
や
地
名
に
つ
い

て
考
察
し
、
地
名
と
水
害
の
関
連
性
を
把
握
し
た
。 

【
水
文
科
会
】 

 

発
表
者 

嶋
田 

 

良
和 

氏 

講
評
者 

長
谷
川 

博
次 

氏 
 

「
屋
外
橋
梁
博
物
館
へ
行
こ
う
！ 

～
水
辺
に
浮
か
ぶ
土
木
遺
産
～
」 

 
 

油
坂
峠
道
路
か
ら
和
泉
地
区
に
至
る
国
道
1
5
8
号
に

は
、
ダ
ム
建
設
に
伴
う
付
け
替
え
工
事
時
に
様
々
な
形
式
の

橋
梁
が
架
け
ら
れ
て
い
る
。
中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
開
通
に

よ
り
、
国
道
1
5
8
号
の
交
通
量
が
大
幅
に
減
少
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
、
特
徴
あ
る
様
々
な
橋
梁
を
土
木
遺
産
と
し

て
見
学
す
る
構
想
に
着
目
し
て
調
査
し
た
。 

 

2
0
基
を
超
え
る
対
象
橋
梁
の
う
ち
、
①
橋
梁
上
部
工
の

形
式
が
異
な
る
こ
と
、
②
1
0
0
ｍ
を
超
え
る
橋
梁
で
あ

る
こ
と
、
③
橋
梁
全
景
を
眺
め
る
視
点
場
を
有
す
る
こ
と
、

の
3
点
を
対
象
と
し
、
霧
降
橋
（
大
野
市
湯
上
）
、
大
谷
橋

（
大
野
市
大
谷
）
、
箱
ケ
瀬
橋
（
大
野
市
箱
ケ
瀬
橋
）
、
面

谷
橋
（
大
野
市
大
谷
）
、
勝
山
橋
（
勝
山
市
遅
羽
町
千
代
田
）

と
し
た
。 

 

橋
梁
周
辺
の
特
徴
と
し
て
、
交
通
量
は
大
型
車
の
交
通
量

が
多
い
が
今
後
は
減
る
見
通
し
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
は
駐
車

ス
ペ
ー
ス
が
十
分
に
あ
る
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。 

 

霧
降
橋
は
、
九
頭
竜
川
に
架
か
る
上
路
式
の
ア
ー
チ
橋
。

大
谷
橋
は
、
此
の
木
川
に
架
か
る
下
路
式
の
ラ
ン
ガ
ー
橋
で

あ
る
。
箱
ケ
瀬
橋
は
、
九
頭
竜
湖
に
架
か
る
ト
ラ
ス
吊
橋
で

あ
る
。
本
州
四
国
連
絡
橋
の
実
験
橋
と
し
て
有
名
で
あ
る
。

面
谷
橋
は
、
面
谷
川
に
架
か
る
下
路
式
の
曲
弦
ト
ラ
ス
橋
で

あ
る
。
な
お
、
面
谷
川
の
上
流
に
は
、
面
谷
鉱
山
と
言
わ
れ

る
銅
山
が
あ
り
、
栄
え
た
集
落
が
あ
っ
た
。
現
在
は
集
落
跡

の
み
で
あ
る
。
勝
山
橋
は
、
九
頭
竜
川
に
架
か
る
下
路
式
の

ロ
ー
ゼ
橋
で
あ
る
。
荒
島
岳
や
大
日
峠
の
願
望
を
損
な
わ
な

い
よ
う
に
景
観
設
計
が
行
わ
れ
た
。 

 

今
後
は
、
対
象
と
し
た
橋
梁
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に

も
注
目
し
て
い
き
た
い
。 

発表:山田氏 講評:田辺氏 

発表:梅田氏 講評:吉村氏 



  

《
入
会
》 

正
会
員 

 

本
多 

あ
け
み 

 

賛
助
会
員 

玉
村 

美
樹(

学
生
会
員) 
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智
生(

学
生
会
員) 

 
 
 
 
 

金
井 

優
太(

学
生
会
員) 

 
 
 
 
 

石
橋 

孝
則(

学
生
会
員) 

 

《
退
会
》 

な
し 

 

平
成
二
十
九
年
七
月
時
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 H29.7 備 考 
正会員 72 入会＋1 退会－0 
賛助会員 36 入会＋4 退会－0 

計 107  

【
交
通
安
全
分
科
会
】 

 

発
表
者 

三
村 

泰
広 

氏 

講
評
者 

小
林 

孝
彰 

氏 
 

「
道
路
交
通
の
安
全
性
に
関
す
る
文
献
調
査
研
究
」 

 

「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
中
で
も
道
路
交
通
に

お
け
る
“
交
通
安
全
”
に
焦
点
を
当
て
、
情
報
技
術
等
が
発

展
し
て
き
た
最
近
2
0
年
間
に
公
表
さ
れ
た
道
路
交
通
の

安
全
性
に
関
す
る
研
究
論
文
や
政
策
・
事
業
に
関
す
る
文
献

を
レ
ビ
ュ
ー
・
整
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
実
施
す
べ
き

研
究
課
題
や
施
策
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。 

学
会
誌
・
論
文
集
に
お
け
る
研
究
論
文
の
整
理
に
つ
い
て

は
、H

addon
 M

atrix

を
参
考
と
し
て
事
故
分
析
の
「
段
階
」

と
「
要
因
」
の
マ
ト
リ
ク
ス
で
分
類
し
た
。 

各
学
会
誌
・
論
文
集
ご
と
に
事
故
分
析
の
段
階
と
要
因
に

着
目
し
た
研
究
論
文
の
分
類
、
整
理
を
行
い
、
近
年
実
施
さ

れ
て
き
た
研
究
の
特
徴
を
捉
え
、
マ
ク
ロ
的
に
研
究
課
題
を

整
理
し
た
。
研
究
論
文
の
レ
ビ
ュ
ー
の
ま
と
め
と
し
て
、
多

様
な
視
点
で
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
自
然
条
件
・
災
害

に
関
す
る
研
究
は
少
な
い
状
況
に
あ
る
。
白
書
等
に
よ
り
、

道
路
管
理
お
よ
び
交
通
管
理
に
お
け
る
政
策
の
流
れ
等
を
把

握
し
た
。 

本
研
究
は
3
年
間
に
亘
り
、
最
近
2
年
の
道
路
交
通
の
安

全
性
に
関
す
る
研
究
論
文
や
政
策
・
事
業
の
文
献
レ
ビ
ュ
ー

を
行
っ
た
。
研
究
や
政
策
課
題
の
整
理
に
不
十
分
な
点
も
あ

る
が
、
一
端
終
結
と
す
る
。
今
後
は
、IC

T

技
術
等
の
進
展

に
よ
る
道
路
交
通
安
全
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

【
会
費
の
納
入
に
つ
い
て
】 

会
費
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

■
年
会
費 正

会
員 

 

： 

１
２
，
０
０
０
円 

賛
助
会
員 

： 
 

３
，
０
０
０
円  

■
会
費
納
入
先 

 
 

 
 

《
振
込
み
の
場
合
》 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

振
替
口
座 

７
３
０
‐
３
‐
２
０
３
９
６ 

 

 

福
井
地
域
環
境
研
究
会 

 

※
機
関
紙
巻
末
の
振
込
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

《
直
接
支
払
う
場
合
》 

 

総
会
、
中
間
報
告
会
、
談
話
会
等
開
催
時
、
ま
た
は
、
左
記
、

財
務
幹
事
ま
で
直
接
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。 

 

【
財
務
幹
事
】 

〒
９
１
０−

８
５
８
０ 

福
井
県
福
井
市
大
手
３
丁
目
１
７−

１ 

福
井
県
土
木
部
河
川
課 

清
水 

健 

T
EL

 
 

０
７
７
６
‐
２
０
‐
０
４
８
１(

内
線
３
３
９
３) 

 
Ma

il
 

 t
-sh

imi
zu-

j3@
pre

f.f
uku

i.l
g.j

p 
☆
入
退
会
の
お
し
ら
せ
☆
（
敬
称
略
） 
【
県
境
道
路
分
科
会
】 

 

発
表
者 

橋
本 

拓
巳 

氏 

講
評
者 

林 
 

快
宗 

氏 
 

「
県
境
地
域
の
現
地
調
査
と
地
域
分
析
に
つ
い
て
」 

 

岐
阜
県
と
の
県
境
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
国
道

4
1
7
号
冠
山
峠
道
路
お
よ
び
地
域
活
性
化
に
向
け
た

様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
県
境
自
治
体
で
あ
る
池

田
町
の
2
点
を
対
象
と
し
た
。
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
は

G
IS

を
活
用
し
た
。 

今
期
は
、
冠
山
峠
道
路
の
現
地
調
査
お
よ
び
行
政
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
池
田
町
お
よ
び
国
土
交
通
省
福
井
河
川
国
道
事
務
所

の
ご
協
力
に
よ
り
実
施
し
た
。 

県
境
ト
ン
ネ
ル
は
、
福
井
県
と
岐
阜
県
境
の
冠
山
峠
付
近

が
交
通
不
能
区
間
で
あ
り
、
交
通
不
能
区
間
を
解
消
し
安

心
・
安
全
な
交
通
を
確
保
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。 

池
田
町
で
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
で
は
、
県
境
道
路
の
整
備

に
お
け
る
地
域
へ
の
影
響
や
県
境
を
越
え
た
連
携
施
策
を
中

心
に
尋
ね
た
。
そ
の
結
果
、
①
積
雪
時
に
お
け
る
他
の
行
政

機
関
と
の
連
携
、
②
災
害
時
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
③
緊

急
搬
送
時
連
携
に
関
す
る
現
状
、
④
福
井
県
外
と
の
連
携
、

⑤
池
田
町
に
お
け
る
今
後
の
道
路
計
画
、
⑥
冠
山
峠
道
路
整

備
に
関
す
る
県
・
国
と
の
体
制
づ
く
り
、
の
6
項
目
に
整
理

さ
れ
た
。 

今
後
は
、
現
地
調
査
個
所
と
し
て
県
境
ト
ン
ネ
ル
が
開
通

し
た
先
進
事
例
を
調
査
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。 

発表:橋本氏 講評:林氏 

発表:嶋田氏 講評:長谷川（博）氏 

発表:三村氏 講評:小林氏 

総評を行う稲葉氏 


